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防災・日本再生シンポジウム 2013.10.13（日）

「学校・家庭・地域」が
連携した「防災学習」
～合言葉は「命・支え合い・自ら動く」～

名古屋大学減災連携研究センター防災教育スーパーバイザー

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）防災教育担当専門家

近藤ひろ子

自己紹介１
２００３年＜知多郡美浜町立布土（ふっと）

小学校 愛知県教育委員会より

防災教育の研究委嘱＞

２００４年＜布土小学校 文部科学省より

防災教育の研究委嘱＞

◎「命の学習」としての「防災学習」

◎学校・家庭・地域が連携した

地域ぐるみの防災教育

自己紹介２
２００７～２０１０年

＜常滑市立鬼崎北小学校＞

◎地域へ向けて、
「命・防災」の発信
地域ぐるみの、
「避難所生活体験講座」（２回）
「防災体験講座」（４回）

自己紹介３
２００５年＜ＪＩＣＡより、「津波復興支援」でモルディブ国＞

◎被災前（防災）に目を向けた、「人育て、コミュニティ育て」

２００６年～
＜ＪＩＣＡより、防災教育専門家として、タイ国（７回）＞

◎タイ国の防災体制づくりについて、提言・アドバイス・協働

・トップダウンの施策 ・ボトムアップの施策

・中央政府と地方の連携体制づくり

２０１２年～
＜ＪＩＣＡより、防災教育専門家として、ブラジル（２回）＞

◎ブラジル国州政府の防災体制づくりについて、提言・アドバイ

ス・協働（サンパウロ州・ミナスジェライス州）
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「防災」の
３つのキーワード

眼 ・モノ ・心

「眼」
★「どうなる？」（現状認識の眼）

★「どうする？」（行動認識の眼）

↓
自分たちの問題としてとらえ

自分たちの頭で考え

自分たちで行動を起こしていく力

「モノ」
①子どももおとなも
②地域ぐるみで
③行政（中央も地方も）が主体的に

「自助」「互助・共助」「公助」の考えに沿って、
できる人が、できることから一つずつ

↓
「あせらず、力まず、あきらめず」を
合言葉に、「防災力」アップへ

「心」

★自分の命も他の人の命も

大切にする心………＜命＞

★助け合い支え合って

生きていく心…＜支え合い＞

★自分の頭で考え、自分で行動

していく心……＜自ら動く＞
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子どもは「希望」「未来」
小学生が学校にいる時間は？

（１年間の在校時間）
（２４時間×３６５日）

およそ １／１０

地域ぐるみじゃないと
子どもの命は守れない！

学校と家庭・地域の連携
◎学校・・・地域の核として

「命・防災」を、
家庭・地域に発信・受信

◎家庭・地域
・・・地域の現状・ニーズを

学校に発信
組織力で学校をサポート

小学校・中学校で、防災学習が

なぜ 大切なのか？

◎「命の学習」の場
◎地域の核として、まず発信
◎児童・生徒育て

（２０年後には、「防災」の中心になる）

→ 「防災の未来人（みらいびと）育て」

（「防災の未来教師育て」を！）

「命の学習」としての「防災学習」
１ 防災「心」・防災「学び」・防災「トライ」

Ａ 「自分の命も他の人の命も大切にする心」「助け合い

支え合って生きていく心」「自分の頭で考え自分で行

動していく心」をもつ。＜防災「心」＞
Ｂ地震時に、自らの命を守るための行動がとれるように

するための知識を身につける。＜防災「学び」＞
Ｃ防災・減災に向けて、自分ができることを見つけ、トラ

イしていく。＜防災「トライ」＞
２ 発達段階を見通した

『ねらい（Ａ…防災「心」，Ｂ…防災「学び」，Ｃ…防災「ト

ライ」）』・『学習フィールド』・『学習テーマ』
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「命の学習」としての「防災学習」

防災「心」

防災「トライ」 防災「学び」

◎スパイラルで高まっていく

◎どの学習場面においても、コンセプトは、

「眼」「モノ」「心」

「命の学習」としての

「防災学習」を！
「防災学習」は、特別なものでは

ない。（アイディアしだい！なんでもあり！）

「命・支え合い」にかかわる学習は

すべて「防災学習」につながる。

すべての学習の中で、
「命」「防災」を！

外国語

社 会

理 科

国 語

算 数
<中学>

数 学

保健体育

家庭科
＜中学＞

技術家庭科

音 楽

図画工作
＜中学＞

美 術

特別活動

道 徳

総合的な
学習

＜小学校1・2年＞

生活科

現在使われている教科書に

「防災」は
かなり多く、入っている

教師の扱い方次第で、

生きた「防災学習」に！
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教科の学習に「命・防災」を
積極的に取り入れていく

◎学習の意欲化・活性化

◎子どもたちの中に

「命・防災」が根付く

家庭・地域と

連携した

「防災学習」

防災体験講座

＜参加者＞

・児童・保護者・地域住民

＜協力者＞

・消防署・防災ボランティア・学区会

・日本赤十字社・名古屋大学・海上保安庁

・市町教育委員会・市町防災課

・老人会・婦人会・農業協同組合ｅｔｃ

＜防災体験講座 内容例＞
◎応急手当 ◎消火訓練

◎防災倉庫見学 ◎放水体験

◎煙体験 ◎救助袋

◎防災物知りコーナー（「ぶるるくん」）

◎非常食・非常持ち出し品

◎毛布の担架作り ◎ロープワーク

◎消防服体験 ◎炊き出し訓練

★防災オリエンテーリング
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応急手当講座
消火訓練

学区防災倉庫見学 放水体験
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煙体験
救助袋

防災物知りコーナー１ 防災物知りコーナー２
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非常食・非常持ち出し品コーナー 毛布の担架

ロープワーク 消防服体験
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すべてのコーナーで、地域のお年寄りが
協力してくださいました。

地域防災オリエンテーリング

災害救助用炊飯袋（ハイゼックス） 炊き出し訓練
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避難所生活体験

＜参加者＞

・４～６年児童・保護者・地域住民

＜協力者＞

・消防署・防災ボランティア・学区会

・老人会・婦人会・農業協同組合

・市町教育委員会・市町防災課ｅｔｃ

＜避難所生活体験 内容例＞
◎ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）

◎炊き出し訓練（ハイゼックス使用）

◎防災もの知りゲーム

◎非常食・非常持ち出し品ゲーム

◎毛布の担架作り ◎ロープワーク

◎応急手当 ◎消火訓練

◎放水体験



11



12

「学校という場」での
地域ぐるみの「防災学習」

それぞれの活動を、立案・計画・実施をす
るごとに、参加者（住民・ＰＴＡ・教員・子ど
も・協力者等）の中に高まってきたもの

★「災害」を「わがこと」と思う気持ち

★防災の必要性の自覚

★「防災仲間」としての連帯感

地域ぐるみの
「命・防災」の第一歩！
「おはよう」と声かけ合える
顔の見える、関係づくり
みんなで力を合わせて生き延びていく

「防災の未来人（みらいびと）」
になろう！

一人一人が…
★助けられる人から

助ける人に

★してもらう人からする人に

★ついて行く人から

自ら動く人に

タイ国教育省副大臣の言葉から…
「『自分の命も他の人の命も大切にする心』

『支え合い助け合って生きていく心』を、子供

たち一人一人の中に、いや、国すべての人
の中に育んでいくことは、そのまま温かい血

の通った国づくりにつながっていきます。

それぞれの国で温かい国づくりをしていくこと

は、平和な世界づくりにつながっていくのです

みんなで手をつなぎあって、できることから、

一つずつやっていきましょう。」
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子どもたちの

笑顔と命の

ために…

現在使われている教科書に

「防災」は
かなり多く、入っている

教師の扱い方次第で、

生きた「防災学習」に！

小学校６年理科 （教育出版）

「土地のつくりと変化（火山・地震）」
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小学校５年社会（日本文教出版）

「災害から人々を守る」

中学校理科１年 （大日本図書） 「大地の変化～地震～」
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中学校地理 （東京書籍）「自然災害と防災への取り組み」

中学校地理 （東京書籍）「身近な地域の調査」
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教科の学習に「命・防災」を
積極的に取り入れていく

◎学習の意欲化・活性化

◎子どもたちの中に

「命・防災」が根付く

小学校３・４年社会上（日本文教出版）

◎「わたしたちの住んでいるところ」
「いざというときにそなえて、防災マップをつくってみよう」
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３年生「『いざ』というときにそなえて」
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３年 児童集会でよびかけ
全校図上訓練

小学校３・４年社会上（日本文教出版）

◎「今にのこる昔と くらしのうつりかわり」
「ちいきには、昔どんな災害があったの？」
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小学校１・２年生活科上（光村図書）

◎「みんなでわくわく がっこうたんけん」

「がっこうのあぶないところさがしをしよう」

＜ぼうさいすごろく＞

＜家の中 「安全」合言葉＞

うごいてこない

たおれてこない

おちてこない

小学校・中学校家庭科の学習で
「タオルで作る防災頭巾」

小学校３年 理科（大日本図書）

◎「光のはたらきをしらべよう」（ソーラークッカー）

「ひなん生活で役立つもの」
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小学校図画工作・中学校美術
「防災のポスターを描こう」

小学校５年音楽（教育出版）

「心から心へ」（→支え合いの心育て）

心から心へ
★きみの手と ぼくの手を かたくにぎり

★わけあおう ぼくたちの 心のぬくもりを

ほら ごらん 風も雲も きみを見てる

ほら ごらん ひとりじゃない

みんな ほほえんでいる

（★ くりかえし）

＜タイにて＞ 手話をつけて、
「心から心へ」の歌を歌おう！
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６年生「伝えよう！命・助け合い・希望・未来」 美浜町産業祭り

東浦町産業祭り
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避難するときの
２つの合言葉
「い・つ・も」
「お・か・に」

＜リードしてくれる人が
いるとき＞

いっしょうけんめい
ついていく
もどらない

＜リードしてくれる人が
いないとき＞

おちついて
かんがえる

（どこを通って、どこへにげる？）

にげる（いちもくさんに！）

１ じしんだ （じしんだ）
つなみだ （つなみだ）
みんなで （みんなで）
いっしょに （いっしょに）
さあ みんなで にげよう
さあ みんなでいっしょに
にげよう

地震・津波 防災ソング

♪「い・つ・も」「お・か・に」
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おとなりさんにも 声かけて
みんなでにげる そのときの
命を守る あいことば

※ 「い」 いっしょうけんめい
「つ」 ついていくんだ
「も」 もどっていかない

ぜったいもどらない

２ じしんだ （じしんだ）
つなみだ （つなみだ）
ひとりの （ひとりの）
ときだって （ときだって）
さあ にげよう にげよう
さあ ひとりのときだって
にげよう
どこにむかって にげようか

ひとりでにげる そのときの
命を守る あいことば

★ 「お」 おちついてみて
「か」 かんがえるんだ
「に」 にげる にげるよ

おかに にげるよ

＜※ くりかえし＞
＜★ くりかえし＞


